
英語の使用頻度や 
使い方などが異なる事例！

「予習チェック」と
「リーディングチャレンジ」を柱に

73min

E83-1

■リーディングチャレンジ
 ・[Pattern 1] キーワードを頼りに再生
 ・[Pattern 2] 穴あきシートを使う場合
■予習チェック
 ・[Pattern 1] 英問英答
 ・[Pattern 2] ワークシートを使う場合
■リスニングと解説　■新出表現の練習　■音読

授業で心がけていること、他の教科・他学年を教え
るとき、自分のスキルアップのために行っていること

新しいことの導入は日本語で用いて確実な理解を図り、以前に学習した部分については
英語で授業を行うというように、日本語と英語の棲み分けをはっきりさせる授業例（英語Ⅰ）

授業者：保戸塚 由紀子（東京学芸大学附属高等学校）

DVD No.E83-S
全4枚 29,400円
各枚　7,350円（税込・送料別）

監 修：金谷 憲（東京学芸大学 元教授）

シリーズ 7

授　業
イントロダクション 授業についての解説（授業者へのインタビュー）

オーソドックスな
All in English授業の例

64min

E83-2

■Review
　◎Reading  ◎Summary
■Presentation of New Material
　◎Presentation ◎Reading
　◎Comprehension ◎Review

授業で心がけていること、英語と日本語の使い分けに
ついて、自分のスキルアップのために行っていること

生徒にとってわかりにくいと思われる場面では日本語で説明を補ったり指示を出したりしま
すが、授業全体にわたって英語で行われるオーソドックスなAll in Englishの授業例（英語Ⅱ）

授業者：渡辺 佐知夫（栃木県立栃木高等学校）

授　業
イントロダクション 授業についての解説（授業者へのインタビュー）

50min

E83-3

■挨拶～導入 ■語句の復習
■聞き取りとフレーズ読み（英語）
■聞き取りとフレーズ読み（日本語）
■英問英答 ■速読
■聞き取り ■発表

授業で心がけていること、他の教科・他学年を教え
るとき、自分のスキルアップのために行っていること

全体がほぼ全て英語で行われていることに加え、その時間内で新しい事項の導入か
ら発表活動まで行うという授業例（英語Ⅰ）。

授業者：川島 智幸（栃木県立栃木高等学校）

授　業
イントロダクション 授業についての解説（授業者へのインタビュー）

生徒に英語で発表させるための
マクロな取り組み

「予習チェック」と
「リーディングチャレンジ」を柱に

オーソドックスな
All in English授業の例

50分授業で導入から発表まで50分授業で導入から発表まで 生徒に英語で発表させるための
マクロな取り組み

98min

E83-4

■Day 1
・Oral Introduction：本文topicに関して英語でQ&Aを行う
・Aims本レッスンの目標の確認をする
・Keywords
・Listening：Fill in the blanks by listening to the CD.
・Fact Finding
■Day 2
・Summary （Make a summary）
・Story-Reproduction （Practice）
■Day 3
・Reproduction by Writing（10min.）
・Final Task：原稿の構成の説明とペア編成

Speak Outという学校設定科目を作ることにより生徒の英語による発表能力を高め
ようとする、学校全体を挙げての取り組みの例。実際には7時間を使って行いますが、
ここではその主要な部分を取り上げて紹介している（英語Ⅰ）。
※この巻には授業の指導案、ワークシート等の資料がPDFとして収められています（19P）

授業者：山科 保子（山形県立鶴岡中央高等学校）

授　業
Speak Outの活動について

イントロダクション

授業で心がけていること、英語と日本語の使い分けに
ついて、自分のスキルアップのために行っていること

授業についての解説（授業者へのインタビュー）

■Day 4
・Questions
・Script Writing（1st Draft）
■Day 5   Script Writing（実演未収録）
■Day 6  ・Presentation Practice
■Day 7  ・Presentation

英語教育Hot Issuesシリーズ第7弾は、高校で「英語で英語を教えること」がテーマです。平成25年より始まった高校新教育課程では、「英語の授業は英語で
教えることを基本とする」という方針が示されました。これにともなって、高校英語教育現場では英語で授業を行うためのさまざまな工夫がスタートしています。
このシリーズでは4人の先生方の実践例をご紹介しています。英語の使用頻度や使い方などが異なる4つの事例です。これらの事例をご覧いただくことで、
先生方ご自身の授業で、どのように英語を使って教えるかを考えるヒントにしてください。
（尚、ここで紹介する事例は平成24年度に収録されたもので、平成25年施行の新教育課程の授業科目に準拠したものではありませんのでご了承ください。）

英語で授業を行うための
さまざまな工夫！
英語で授業を行うための
さまざまな工夫！

2013.7

インターネットからのご注文は……  http : //www.japanlaim.co.jp　サンプルムービー配信中！
●お申し込み・お問い合せは、お気軽に…　　

〒113-0033　
東京都文京区本郷5-25-14 本郷竹下ビル４F

ジャパンライム株式会社○ご希望の商品番号を指定し、電話かハガキ、FAX、もしくはDVD通販サイトにて
お申込みください。
○到着日指定の「代金引換」の宅配便でお送りします（送料は1回につき525円）。
○学校公費及び教育機関、また個人研究費などでご購入の場合は、必要書類は担
当者までお申し付けください。
○カード（JCB、VISA、MASTER、ダイナース、アメリカンエキスプレス、他）もご
利用できます（分割も可）。

DVD版

TEL. 03-5840-9980
FAX. 03-3818-6656

ダウンロード版

ダウンロード版をご希望の方は：
 専用サイト

http://www.jlc-download.com/

へアクセスし、パソコンからご購入・ダウンロード
してください。
（お支払い方法はカード決済のみとなります）


